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 アンケートへのご協力、ありがとうございました。本年度の学校運営、教育活動について振り返りを行い

ましたのでお知らせいたします。今後とも温かいご支援とご意見をお願いいたします。 

◯ 学校の運営・指導について           

質問項目 

保護者 児童 

肯定的
な評価

(％) 

R２年
度(点) 

R１年
度(点) 

肯定的
な評価

(％) 

R２年
度(点) 

R１年
度(点) 

教育目標に向かって指導をしている 

(教育目標を知っている) 
９６ 3.42 3.36 (７１) (3.02) (3.08) 

児童たちが成長するために、地域を
生かした教育活動を実施している。 

９４ 3.39 (3.42) ８４ 3.23 3.69 

お子さんの相談など、学校はよく話を聞いてく
れている 

９１ 3.33 3.28 ８１ 3.28 3.37 

学校が楽しい ９３ 3.57 3.42 ８６ 3.39 3.53 

 今後の方策 

 児童が安心感をもち、「楽しく」登校できるような学校運営に努めていきたい。また、コ
ロナ禍の状況を踏まえながらも、地域を生かした教育活動を推進し、個々が成長できるよう
にしていきたい。保護者・児童の思いをしっかりと受け止められるように、誠実に対応して
いく。 

◯ 学習に関すること 

質問項目 
保護者 児童 

評価(％) R２ R１ 評価(％) R２ R１ 

学校はわかりやすい授業をしている ９５ 3.41 3.37 ９７ 3.78 3.80 

学校はきめ細かく授業をしている ９２ 3.27 3.15 ９６ 3.74 3.81 

お子さんは家庭学習にしっかり取り
組んでいる 

６９ 2.92 2.96 ９０ 3.42 3.48 

お子さんはよく本を読んでいる ４１ 2.45 2.46 ７５ 3.12 2.91 

 今後の方策 

 今後もわかりやすい授業づくりに全校体制で努力すると共に、個に応じた指導の充実と主
体的に学ぶことができる授業の工夫をしていき「かしこい子」の育成に努める。家庭学習・
読書習慣などでも、主体的な学びが身につけられるよう環境を整えると共に、児童への啓発
を行っていきたい。 

◯ 児童の様子、児童への指導に関すること 

質問項目 
保護者 児童 

評価(％) R２ R１ 評価(％) R２ R１ 

先生たちは不登校やいじめをなくす取り組みを
している 

８８ 3.23 3.18 ９３ 3.64 3.71 

お子さんはあいさつがよくできてい

る 
８３ 3.17 3.01 ９１ 3.56 3.60 

思いやりの心が育っている。 ９０ 3.28 ／ ９５ 3.67 ／ 

粘り強く取り組む力が育っている。 ７５ 2.97 ／ ８９ 3.38 ／ 

  

 



今後の方策 

 あいさつについては、教職員が模範となれるようにし、引き続き重要な生徒指導上の柱と
して全校で指導していく。教育目標の１つ「やさしい子」の育成については、引き続き思い
やりの心を大切にできるよう、日々の教育活動の中で教科横断的に取り組んでいく。粘り強
さについてはさらに、教育活動の目的や実施方法を見直し、向上できるように努めていく。 

◯ 保健・安全について 

質問項目 
保護者 児童 

評価(％) R２ R１ 評価(％) R２ R１ 

登下校や学校生活で安全が確保され
ている 

９３ 3.33 3.06 ９６ 3.69 3.86 

けがや体調不良の時の連絡や対応をし
ている  

９７ 3.57 3.53 ９６ 3.7 3.74 

 今後の方策 

 日頃より保護者・地域の方々に登下校の安全見守り、感染症予防の消毒等にご協力頂いて
いる。そのため子ども達も安心感を持てている。しかし登下校の安全については課題も多
く、保護者・地域の方々に引き続き御協力を頂き、校内での安全指導を積極的に行い事故防
止に努めていきたい。防災面からも「自分の身は自分で守る」という危険予知能力の向上に

も努めたい。また手洗い・マスク着用など健康面での意識も継続して持たせていきたい。 

◯ 家庭や保護者との連携について 

質問項目 
保護者 児童 

評価(％) R２ R１ 評価(％) R２ R１ 

ＰＴＡ活動は学校と協力して行われ

ている 
９７ 3.43 3.50 ／ ／ ／ 

学校だよりや HP で、様子を発信し

ている 
９４ 3.46 3.37 ／ ／ ／ 

保護者や地域からの意見に耳を傾け

ている 
９３ 3.34 3.32 ／ ／ ／ 

 今後の方策 

 学校経営において、PTA 活動は大変重要な柱であると考える。PTA 活動及び地域の協力
により、本校の教育活動が支えられていることから、肯定的な評価を頂戴したことに感謝し
たい。今後とも、学校・家庭・地域が協力して、児童の健全育成に努め、地域に開かれた学

校となるべく、努力していきたい。 

◯ その他（自由記述：要望及び提案のみ記載） 

・部活動については、厳しさだけでなく、個々の児童に合わせた温かく見守るような指導をし 

てほしい。 

・１学年１クラス体制により、担任の先生のご負担増が心配。サポートティーチャーに入って 

頂くなどして、お一人で背負うことがないよう願っている。 

・保護者の大半が働いている今、PTA 活動の意味や活動内容を現代のものに変えていく必要が 

ある。 

・事故が起こった時など、注意喚起のプリント配布やメール配信をしっかりと行ってほしい。 

・１・２年生はコースごとにまとまっての下校が防犯上も良い。 

・今年の授業参観が１学年ずつ行われて、とても良かった。 

・先生方の気持ちの良い挨拶があると、とても嬉しいものだと思う。 

・土曜授業の必要性をあまり感じない。子どもや家庭に負担を与えているように感じる。 

・土曜授業いらない。やるなら給食食べて下校にしてほしい。 

  自由記載欄に貴重なご意見を記入して頂きありがとうございました。ご期待に沿える所は、極力改善し
ていきたいと思います。また上記の要望等以外に担任・学校への感謝の言葉を書いてくださった保護者が
多数おりました。温かなご理解・ご協力に心より御礼申し上げます。何より保護者・地域からのご支持が
学校経営の意欲向上につながります。今後とも、東部っ子の健全育成のために、学校・家庭・地域が１つ
になって、取り組んでいけるようよろしくお願いいたします。なお、教職員のアンケート結果は、学校の
ホームページに掲載します。 

 
肯定的評価とは、「大変満足している,やや満足している」と回答した方の割合です。 

各年度の点は、高い評価から４、３，２、１点として合計し、平均を出した数です。 


